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4
月
8
目
、
日
時
か
ら
、

D
C会

館
に
お
い
て
、
第
日
回
動
労
総
連
合

定
期
中
央
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

4

組
合
で
三
被
の
ス
ト
を
闘
い
ぬ
い
た

2
0
0
1年
春
闘
の
総
括
を
行
う
と

と
も
に
、
最
大
の
焦
点
と
な
っ
て
い

る
1
0
4
7名
の
解
雇
撤
回
闘
争
、

「
シ
ニ
ア
制
度
」
|
検
修
・
構
内
業

務
等
の
全
面
的
外
注
化
攻
撃
と
の
闘

い、

J

R
総
連
解
体
|
組
織
拡
大
に

向
け
た
当
面
す
る
取
り
組
み
に
全
力

で
起
ち
上
が
る
方
針
を
決
定
し
た
。

2
0
0
1
年
春
闘
を

高
ら
か
に
総
括

委
員
会
は
、
国
分
副
委
員
長
(
水

戸
)
の
「
2
0
0
1年
春
闘
を
高
ら

か
に
総
括
し
よ
う
」
と
の
開
会
の
こ

と
ば
に
続
い
て
小
川
執
行
委
員
(
西

日
本
)
の
委
員
会
成
立
宣
言
を
受
け

て
進
行
し
た
。
議
長
に
は
後
藤
委
員

(
千
葉
)
を
選
出
し
て
議
事
が
進
め

ら
れ
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
案
提
起
の
後

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
君
塚
委
員
長
は

「
幻
世
紀
の
冒
頭
で
、
大
幅
賃
上
げ

や
業
務
の
委
託
問
題
、
ロ
ー
カ
ル
線

廃
止
反
対
な
ど
を
掲
げ
て

4
組
合
が

三
波
に
わ
た
る
ス
ト
ラ
イ
キ
を
闘
い

ぬ
い
た
。
と
く
に
、
貨
物
は
2
年
連

続
の
ベ
ア
ゼ
ロ
と
な
り
、
貨
物
会
社

も
『
新

F
n』
が
破
綻
し
た
こ
と
を

認
め
る
な
ど
、
分
割
・
民
営
化
の
破

綻
は
一
層
明
ら
か
に
な
っ
た
。
本
委

員
会
で
元
気
に
な
っ
て
、
各
単
組
で

闘
い
ぬ
い
て
も
ら
い
た
い
」
と
力
強

く
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

来
賓
と
し
て
水
野
勝
浦
市
議
(
元

総
連
合
委
員
長
)
の
あ
い
さ
つ
を
受

け
た
後
、
議
事
に
入
り
、

2
0
0
1

年
春
闘
の
総
括
と
当
面
す
る
取
り
組

み
、
労
働
協
約
・
協
定
締
結
承
認
、

2
0
0
1年
度
暫
定
予
算
(
案
)
が

本
部
か
ら
提
起
さ
れ
、
質
疑
応
答
に

入
っ
た
。

質
疑
で
出
さ
れ
た
主
な
意
見

・
3
・
2
3
ス
ト
、

3
・
3
1
1
4

・
1
ス
ト
に
多
く
の
エ

1
ル
が
送
ら

れ
た
。
国
労
の
仲
間
も
参
加
し
共
闘

が
発
展
し
た
。
(
西
日
本
)

・
4
・
1
籍
原
で
ス
ト
に
入
っ
た
っ

東
労
組
の
若
手
は
、
坂
入
問
題
で
嫌

気
が
さ
し
て
い
る
。
(
高
崎
)

'
日
月
ス
ト
を
教
訓
に
春
闘
ス
ト
を

闘
っ
た
。
勤
務
変
更
を
業
務
命
令
で

行
う
こ
と
の
不
当
性
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
。
(
水
戸
)

'
シ
ニ
ア
制
度
|
外
注
化
を
最
大
の

問
題
と
し
て
3
・
2
8
、
3
・
3
1

3
4
・
3
の
二
波
の
ス
ト
を
闘
っ
た

A

シ
ニ
ア
制
度
に
よ
る
試
験
で
は
国
労

や
鉄
産
労
が
落
ち
て
い
る
が
、
労
働

者
が
対
立
す
る
よ
う
な
制
度
は
絶
対

に
認
め
ら
れ
な
い
。
(
千
葉
〉

・
ス
ト
ダ
イ
ヤ
の
関
係
で
予
備
が
い

る
の
に
休
勤
を
出
す
よ
う
ん
手
配
を

す
る
な
ど
、
目
茶
苦
茶
な
こ
と
を
や
っ

て
き
た
。
(
千
葉
)

'
平
成
採
の
運
転
土
が
入
信
冒
進
を

行
っ
た
が
、
同
一
の
場
所
で
閉
じ
こ

と
が
起
き
て
い
る
。
(
千
葉
)

新
た
に
本
格
的
な

労
働
者
の
団
結
を

田
中
書
記
長
よ
り
「
組
織
強
化
・

拡
大
の
土
台
を
作
る
こ
と
に
成
功
し

た
。
一
皮
向
け
た
動
労
総
連
合
と
し

て
闘
い
ぬ
こ
う
」
と
の
総
括
答
弁
を

受
け
た
後
、
一
括
で
方
針
、
暫
定
予

算
等
の
採
択
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、

「
本
委
員
会
を
期
に
決
意
も
新
た
に

本
格
的
な
労
働
者
の
団
結
を
つ
く
り

あ
げ
、
闘
う
労
働
運
動
の
全
国
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
も
っ
て
労
働
者
の
未
来

を
切
り
拓
く
」
と
の
力
強
い
委
員
会

宣
言
を
採
択
し
、
最
後
に
君
塚
委
員

長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ

l
三
唱
で
、
第

日
回
動
労
総
連
合
定
期
中
央
委
員
会

は
成
功
襖
に
終
了
し
た
。

一

機

一

一
&
v必
員
松
明
扮
揃
議
融
ム
五
蛤
ぬ
ム
瓦
一

と

き

4
月
打
日
(
火
)
同
時
か
ら
一

と
こ
ろ

D
C会
館

/

会

議

室

一

&
V
「

シ

ニ

ア

制

度

」

差

別

地

労

委

一

総

府

内

δ
同

凹

宿

奇

問

附

一

と

き

4
月
M
日
(
火
)
印
時
か
ら
一

と

こ

ろ

千

葉

県

地

方

労

働

委

員

会

一

引

&
v中
野
委
員
長
著
「
戦
後
労
働
運
動
と
国
鉄
間
一
よ

争
の
軌
跡
」
出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
一
げ

と

き

4
月
犯
日
(
土
)
は
時
か
ら
一
は

と

こ

ろ

亀

戸

勤

労

福

祉

会

館

一

飢

を葉千労動の
や

L，4・・世し新るす

&
v
湖
m
平
l
泣
刊
ム
人
ム
瓦

(
動
労
千
葉
家
族
会
・
木
更
津
支
部
共
催
)

と

き

5
月
ロ
日
(
土
)
叩
時
集
合

と
こ
ろ
木
更
津
市
・
江
川
海
岸

企

-v
第
羽
田
合
忠
制
剤
禾
女
只
只
ム
瓦

と

き

6
月
お
日
〈
土
)
日
時
か
ら

と
こ
ろ

D
C会
舘
/
会
議
室

全
金
本
山
労
組
、
が
闘
争
三

O
周
年
で
集
会

税
関
単
刀
手
l
帯
宋
辛
口
絵
宋
ム
五
・
聞
け
品
問
問
闘
争
'
を
闘
閥
品
ノ

金
金
本
山
労
組
は
、

1
9
7
1年
3
月
の
組
合
員
解
雇
以
降
、
解
雇
撤
回
を
求
め

て
初
年
聞
を
闘
い
ぬ
き
、
資
本
を
追
い
詰
め
て
い
る
。
動
労
千
葉
も
却
周
年
の
集
会

・
門
前
闘
争
を
共
に
欄
川
ぬ
い
て
き
た
。
〔
写
真

@
3月
4
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国

集
会
、
写
真
③
翌
朝
犬
僻
村
に
あ
る
本
山
製
作
所
門
前
で
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
】

と戦争の時代


